
79人が五城目一中を卒業
旅立ちの季節。３月10日、五城目第一中学校では
卒業証書授与式が行われました。
式では、川辺斉

ひとし

校長から一人一人に卒業証書が
手渡され、思い出と夢を胸に抱いて、新たな一歩
を踏み出しました。卒業おめでとうございます。
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町
内
各
地
域
で
説
明
会
を
開
催
し
、

防
災
計
画
の
概
要
の
周
知
を
図
る

と
と
も
に
、
防
災
の
基
本
で
あ
る

自
助
と
災
害
発
生
時
に
重
要
な
共

助
を
推
進
し
、
町
内
会
単
位
に
よ

る
自
主
防
災
組
織
の
設
置
を
図
り

ま
す
。

ま
た
、
防
災
計
画
と
併
せ
「
避

難
勧
告
等
の
判
断
・
伝
達
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
を
作
成
し
、
町
民
の
生
命

を
守
る
た
め
、
被
災
者
及
び
危
険

地
域
の
町
民
等
を
速
や
か
に
安
全

な
場
所
へ
避
難
誘
導
す
る
た
め
の

体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
養
成

健
康
福
祉
課

医
療
と
介
護
の
両
方
を
必
要
と

す
る
高
齢
者
が
、
引
き
続
き
住
み

慣
れ
た
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う

勉
強
会
や
研
修
会
を
開
催
し
て
お

り
、
地
域
課
題
の
発
見
・
共
有
・

解
決
に
結
び
つ
く
よ
う
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
っ
て
い
ま
す
。

認
知
症
は
、
本
町
の
要
介
護
状

態
と
な
る
要
因
の
第
１
位
で
あ
り
、

地
域
や
職
域
で
認
知
症
の
人
や
家

族
に
対
し
て
手
助
け
を
す
る
「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
養
成
を
図
っ

て
い
ま
す
。

元
気
な
高
齢
者
が
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
や
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
社
会
活
動
を
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
自
分
自
身
の
介
護
予

防
や
生
き
が
い
に
つ
な
が
る
こ
と

と
な
り
、
本
町
の
各
地
区
に
お
い

て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性

に
あ
っ
た
「
介
護
予
防
サ
ロ
ン
」

や
「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
の
開
催
な
ど
、

住
民
主
体
の
介
護
予
防
の
普
及
や

地
域
に
よ
る
支
援
体
制
の
構
築
を

図
り
ま
す
。

米
の
生
産
目
標
は
５
、３
８
１
㌧

農
林
振
興
課

平
成
28
年
産
米
の
生
産
数
量
目

標
の
本
町
へ
の
配
分
は
、
前
年
比

48
㌧
減
の
５
、３
８
１
㌧
と
な
り
、

作
付
の
換
算
面
積
は
、
９
５
５
・

77
㌶
で
、
前
年
比
８
・
53
㌶
が
減

少
し
ま
し
た
。
本
町
の
転
作
率
は

０
・
２
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
、
44
・

３
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。
２
月
24

日
の
農
業
班
長
会
議
で
、
平
成
28

年
産
米
の
配
分
方
針
や
関
連
す
る

制
度
な
ど
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

簡
水
事
業
を
水
道
事
業
に
統
合

建　

設　

課

馬
場
目
地
区
、
杉
沢
地
区
の
簡

易
水
道
事
業
は
、
設
備
の
近
代
化

や
遠
方
監
視
、
遠
隔
操
作
な
ど
の

施
設
整
備
を
実
施
し
、
平
成
28
年

度
末
で
水
道
事
業
に
統
合
し
ま
す
。

平
成
29
年
度
か
ら
は
水
道
事
業
会

計
一
つ
と
し
て
経
営
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
五
城
目
小
着
工

学
校
教
育
課

五
城
目
小
の
改
築
は
、
平
成
32

年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
過

疎
地
域
自
立
促
進
計
画
に
事
業
を

位
置
付
け
、
平
成
28
年
度
は
、
用

地
選
定
・
建
築
工
法
の
決
定
、
平

成
29
年
度
は
、
土
地
造
成
・
基
本

設
計
、
平
成
30
年
度
以
降
に
実
施

設
計
、
校
舎
建
設
工
事
を
着
工
す

る
計
画
で
す
。

引
き
続
き
各
地
区
町
内
会
長
会
が

公
民
館
を
管
理
運
営

生
涯
学
習
課

各
地
区
公
民
館
で
は
、
町
内
会

長
会
が
指
定
管
理
者
と
な
り
、
地

域
の
特
色
を
生
か
し
た
学
習
講
座

な
ど
を
開
催
さ
れ
、
老
若
男
女
が

集
え
る
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
の
拠
点
施
設
と
し
て
管
理
運

営
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
実
績
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
各

地
区
町
内
会
長
会
を
指
定
管
理
者

に
指
定
し
ま
す
。

地
方
創
生
を
着
実
に
推
進

ま
ち
づ
く
り
課

五
城
目
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
は
、「
し
ご
と
づ

く
り
」「
移
住
・
定
住
対
策
」「
少

子
化
対
策
」
の
三
つ
を
基
本
目
標

に
掲
げ
、
地
域
特
性
を
踏
ま
え
、

雇
用
の
創
出
な
ど
に
よ
り
地
域
活

性
化
を
図
り
ま
す
。

「
し
ご
と
づ
く
り
」
に
つ
い
て
は
、

若
い
世
代
の
定
着
、
移
住
の
促
進

を
図
る
た
め
、
安
定
し
た
雇
用
の

創
出
に
取
り
組
み
、
五
城
目
町
ブ

ラ
ン
ド
の
構
築
に
よ
り
産
業
連
携

を
進
め
る
と
と
も
に
、
起
業
者
や

移
住
者
へ
の
支
援
を
中
心
と
し
た

施
策
を
展
開
し
、
現
行
の
農
林
業

や
企
業
の
振
興
施
策
と
あ
わ
せ
て

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
、
人

口
減
少
の
効
果
的
な
抑
制
を
目
指

し
ま
す
。

「
移
住
・
定
住
対
策
」
に
つ
い
て

は
、
首
都
圏
等
に
住
む
若
い
世
代

を
本
町
に
呼
び
込
む
取
り
組
み
や

支
援
を
主
体
と
す
る
ほ
か
、
地
域

に
お
け
る
空
き
家
利
活
用
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
を
推
進
し
、

町
民
の
地
域
愛
の
醸
成
を
図
る
と

と
も
に
、
若
い
世
代
の
移
住
・
定

住
の
促
進
を
目
指
し
ま
す
。

「
少
子
化
対
策
」
に
お
い
て
は
、

子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
ら

れ
る
環
境
を
つ
く
り
、「
次
の
も
う

１
人
」
を
促
す
施
策
を
展
開
し
、

男
女
の
出
会
い
、
結
婚
、
妊
娠
・

出
産
、
子
育
て
ま
で
の
切
れ
目
の

な
い
支
援
な
ど
に
よ
り
、
出
生
率

の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
を
改
正

税　

務　

課

町
の
国
民
健
康
保
険
税
改
正
案

は
、
平
成
27
年
度
１
世
帯
当
た
り

の
平
均
税
額
12
万
５
、５
０
０
円
か

ら
改
正
後
の
税
額
は
15
万
４
、８
０

０
円
で
、
２
万
９
、３
０
０
円
の
増

額
の
見
込
み
と
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
皆
様

の
負
担
が
こ
れ
ま
で
よ
り
も
増
と

な
り
ま
す
が
、
安
定
し
た
国
保
財

政
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

防
災
計
画
を
作
成

住
民
生
活
課

町
地
域
防
災
計
画
を
３
月
末
に

完
成
さ
せ
ま
す
。
平
成
28
年
度
は

旧
大
川
小
貸
し
付
け
を
協
議

総　

務　

課 

町
在
住
の
方
が
代
表
を
務
め
る

秋
田
市
内
の
企
業
か
ら
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
所
と
し
て
旧
大

川
小
校
舎
を
使
用
し
た
い
と
の
申

し
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。 

提
出
さ
れ
た
施
設
の
利
用
計
画

書
を
検
討
し
た
結
果
、
町
の
産
業

の
振
興
・
活
性
化
、
雇
用
の
促
進
、

福
祉
の
向
上
に
役
立
つ
事
業
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
具
体
的
に
施

設
の
貸
し
付
け
を
そ
の
企
業
と
協

議
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
第
１
回
町
議
会
定
例
会
が
、
３
月
３
日
か
ら
11
日
ま
で

の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
３
月
３
日
に
は
、
町
長
、
教
育
長
か
ら
平
成
28
年
度
の
主

な
事
業
に
つ
い
て
の
施
政
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
３
月
11
日
に
は
「
平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算
」
や

「
27
年
度
各
会
計
補
正
予
算
」、「
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
」
な
ど
40
案
件
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
定
例
会
初
日
に
行
わ
れ
た
渡
邉
町
長
と
小
松
教
育

長
の
施
政
説
明
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

9日間の日程で、40件の議案などを審議し、可決した３月議会定例会

28
年
度
当
初
予
算
、

国
保
税
条
例
の
一
部
改
正
な
ど

40
件
を
原
案
通
り
可
決

３
月
議
会
定
例
会
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28年度の事業方針など
施政説明を行う渡邉町長

教育行政の施政説明を行う
小松教育長

町過疎地域自立促進計画の策定
法律の改正に合わせ、平成32年度までの計画を
策定しました。新たな計画は、現行計画を継承し、
今後５年間、重点的に取り組む事業計画などを定め、
各種施策を展開します。

不動産の譲与
門前集会所を門前町内会に譲与します。

町地域活性化支援センター設置条例の一部改正
事業支援室のうち１室を複数の事業者が共同で
使用する部屋「シェアオフィス」として利便性を高
め、利用者の増加を図ります。

町国民健康保険税条例の一部改正
国民健康保険財政の安定的な運営を維持してい
くため、税率を見直しました。（詳しくは７㌻をご
覧ください）

指定管理者の指定
引き続き、各地区町内会長会が指定管理者となり、
各地区公民館を管理運営します。

平成27年度一般会計補正予算
歳入歳出それぞれ３億2,046万円の減額補正。 
補正後の予算総額は57億5,768万円。

平成28年度一般会計予算
総額54億7,300万円の予算となっています。（４
～５㌻をご覧ください）

など

３月定例会で可決された主な議案



■ まち・ひと・しごと創生総合戦略に
おける「少子化対策」事業として

　（地方創生総合戦略の各種施策に）
　　　　　　　･･････････ 総額1,473万円
■ あきた未来づくりプロジェクト事業
　（町内会の元気な地域づくりを支援）
　　　　　　　･･････････････ 4,728万円
■ 水槽付き消防自動車の購入
　（ 泡消火システムを備えた最新式の消防
車両へ更新します）･･････ 5,570万円

■ 集落支援対策事業に
　（ 本年度、2人の地域おこし協力隊の増
員を計画しています）

　　　　　　　･･････････････ 2,266万円
■ 道路整備等事業(交付金事業)
　（ 町道外環状線、樽沢福祉線、流雪溝な
どの整備に）･････････ 1億1,223万円

■ 町単独道路整備事業
　（町単独の道路整備事業に）
　　　　　　　･･････････････ 3,800万円
■ 公　債　費
　（ これまで借り入れた町債の元利返済に）
　　　　　　　･･･････････ 5億4,259万円

町には、特定の目的のために６つの特別会計と水道の企業会計
があります。これらの会計も皆さんの暮らしを支えています。
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道
路
整
備
事
業
や

地
方
創
生
総
合
戦
略
事
業
な
ど
に

54
億
７
、３
０
０
万
円

平
成
28
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

中
長
期
の
展
望
を
見
据
え
た

健
全
な
当
初
予
算
を
編
成

平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
歳

入
歳
出
の
総
額
、
54
億
７
、３
０
０
万
円
（
前

年
度
に
比
べ
、
３
億
３
、５
０
０
万
円
、
５
・

８
㌫
の
減
）
で
す
。

本
年
度
の
予
算
は
「
町
総
合
発
展
計
画
」、「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」、「
過
疎

地
域
自
立
促
進
計
画
」
な
ど
の
計
画
に
沿
っ
て
、

中
長
期
の
展
望
を
見
据
え
、
地
域
の
好
循
環
を

支
え
る
地
域
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
に
重
点
を

置
い
て
い
ま
す
。

本
町
の
財
政
は
、
一
般
会
計
に
お
い
て
３
年

連
続
、
実
質
単
年
度
収
支
で
赤
字
決
算
を
計
上

し
て
い
ま
す
。
平
成
９
年
度
以
降
毎
年
度
、
財

政
調
整
基
金
繰
入
金
を
予
算
計
上
し
て
い
ま
し

た
が
、
本
年
度
は
、
20
年
振
り
に
財
政
調
整
基

金
繰
入
金
に
依
存
し
な
い
当
初
予
算
を
編
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

厳
し
い
財
政
状
況
を
認
識
し
、
慢
性
的
な
歳

出
超
過
の
財
政
構
造
を
改
善
す
る
た
め
、
創
意

と
工
夫
を
凝
ら
し
た
予
算
編
成
と
し
て
い
ま

す
。

健
全
な
行
財
政
運
営
を
持
続
し
、

事
業
の
必
要
性
・
緊
急
性
を
考
慮

本
年
度
の
予
算
は
、
地
方
創
生
総
合
戦
略
事

業
の
展
開
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
好
循
環
を
確

か
な
も
の
と
す
る
一
方
で
、
健
全
な
行
財
政
運

営
を
持
続
で
き
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

歳
入
で
は
、
地
方
消
費
税
交
付
金
を
４
、
３

５
０
万
円
、
地
方
交
付
税
を
５
、９
０
０
万
円
、

そ
れ
ぞ
れ
前
年
度
よ
り
も
増
額
し
、
町
債
は
、

建
設
事
業
費
の
減
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
較
し
、

４
億
９
６
０
万
円
を
減
額
し
ま
し
た
。

歳
出
に
お
い
て
も
、
不
要
不
急
な
事
務
費
等

を
見
直
し
、
経
常
的
経
費
の
削
減
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

本
年
度
予
算
が
３
月
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
予
算
は
、
懸
案
で
あ
っ
た
歳
出
超
過
に
陥
っ
て
い

た
財
政
構
造
の
改
善
に
努
め
、
国
・
県
及
び
社
会
情
勢
の

動
向
に
合
わ
せ
、
事
務
事
業
の
必
要
性
・
緊
急
性
を
考
慮

し
て
編
成
し
ま
し
た
。

　

財
政
健
全
化
の
確
保
に
努
め
な
が
ら
も
、「
し
ご
と
づ
く

り
」、「
移
住
・
定
住
対
策
」、「
少
子
化
対
策
」、
の
三
つ

を
基
本
目
標
に
掲
げ
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
な
ど
を
着
実
に
実
行
し
、
地
域
特
性
を
踏
ま
え
、

雇
用
の
創
出
な
ど
に
よ
る
、
町
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

町の支出
54億
7,300万円

一般会計歳入一般会計歳出
議会費　8,923万円（1.6％）

総務費　70,063万円（12.8％）

民生費　149,262万円（27.2％）

衛生費　46,494万円（8.5％）
労働費　2,005万円（0.4％）

農林水産業費　63,440万円（11.6％）

商工費　22,403万円（4.1％）

土木費　50,110万円（9.2％）

消防費　30,547万円（5.6％）
教育費　42,583万円（7.8％）

災害復旧費　6,710万円（1.2％）
公債費　54,259万円（9.9％）

諸支出金　1万円（0.0％）
予備費　500万円（0.1％）

性質別グラフ目的別グラフ

町の収入
54億
7,300万円

特別会計・企業会計の予算 平成28年度　主な予算の使いみち



投票所別の投票者数と投票率

▲

当日有権者数8,746人（男4,036人・女4,710人）▲

投票者数6,560人（男2,993人・女3,567人）▲

有効投票数6,512票、無効投票数48票
※得票数の案分による小数点以下は省略して掲載
※所属党派名は、無は無所属、公は公明党、共は日本共産党

投票者数（人） 有権者数(人) 投 票 率（％）

五城目第１ 846 1,093 77.40

五城目第２ 952 1,318 72.23

五城目第３ 512 713 71.81

五城目第４ 508 667 76.16

五城目第５ 698 1,085 64.33

馬場目第１ 293 377 77.72

馬場目第２ 239 305 78.36

馬場目第３ 165 192 85.94

富津内第１ 454 575 78.96

富津内第２ 194 265 73.21

内 川 383 493 77.69

大 川 第 １ 596 763 78.11

大 川 第 ２ 285 333 85.59

森 山 435 567 76.72

合　　計 6,560 8,746 75.01

※投票者数と投票率は期日前投票分を含む
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お問い合わせ
課税について

税務課（☎852・5144）
届け出について
健康福祉課（☎852・5108）

運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
よ
う

現
代
人
の
暮
ら
し
は
、
生
活
様

式
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
運
動
不

足
に
な
り
が
ち
で
す
。
体
を
動
か

さ
な
い
で
い
る
と
、
筋
力
が
衰
え
、

基
礎
代
謝
が
落
ち
、
太
り
や
す
く

な
っ
た
り
生
活
習
慣
病
に
か
か
り

や
す
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

水
中
運
動
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
合
わ
せ
た
運
動
習
慣
を
身
に

つ
け
、
健
康
寿
命
を
の
ば
し
ま
し
ょ

う
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
お
う

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発

医
薬
品
）
と
は
、
新
薬
（
先
発
医

薬
品
）
の
特
許
が
切
れ
た
後
に
製

造
販
売
さ
れ
る
、
新
薬
と
効
き
目

が
同
等
な
医
薬
品
の
こ
と
で
、
新

薬
よ
り
も
低
価
格
で
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り

替
え
る
こ
と
で
、
医
療
費
の
抑
制

に
つ
な
が
り
、
医
療
機
関
で
の
窓

口
負
担
も
少
な
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
医
師
や
薬
剤
師
に

相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

厳
し
い
国
保
財
政

国
民
健
康
保
険
（
以
下
、
国
保
）

は
万
が
一
の
病
気
や
け
が
に
備
え

て
、
加
入
者
が
健
康
な
と
き
か
ら
、

お
金
（
国
民
健
康
保
険
税
）
を
出

し
合
っ
て
医
療
費
な
ど
を
補
助
す

る
「
助
け
合
い
の
制
度
」
で
す
。

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
や
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
方
、
生

活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
以
外
は

全
て
の
方
が
国
保
の
加
入
者
と
な

り
ま
す
。

近
年
、
町
の
国
保
加
入
者
の
高

齢
化
と
医
療
の
高
度
化
に
よ
っ
て
、

１
人
当
た
り
の
医
療
給
付
費
が
、

平
成
20
年
度
は
、
30
万
８
、０
０
０

円
で
あ
っ
た
も
の
が
、
平
成
26
年

度
は
、
37
万
３
、０
０
０
円
と
な
り
、

６
万
５
、０
０
０
円
、
21
㌫
の
増
と

大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
（
グ
ラ

フ
１
）。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
町
で

は
で
き
る
限
り
加
入
者
の
負
担
を

抑
制
す
る
た
め
、
基
金
（
積
立
金
）

を
取
り
崩
す
な
ど
、
平
成
13
年
度

以
来
、
国
保
税
の
税
率
を
据
え
置

い
て
対
応
し
て
き
ま
し
た
が
、
国

保
財
政
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
で

す
。

平
成
28
年
度
か
ら
の
国
保
税

平
成
28
年
度
以
降
も
医
療
費
の

伸
び
が
予
測
さ
れ
、
現
行
税
率
で

は
、
28
年
度
の
財
源
が
不
足
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
、
国
保
の
安
定
し
た
運
営
を
図

る
た
め
、
平
成
28
年
度
か
ら
国
保

税
の
税
率
改
正
を
お
願
い
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

税
率
は
財
源
不
足
を
補
い
、
加

入
者
の
負
担
を
で
き
る
限
り
押
さ

え
ら
れ
る
よ
う
総
合
的
に
検
討
し

た
結
果
、
国
保
運
営
協
議
会
で
の

協
議
を
経
て
、
表
１
の
と
お
り
決

定
し
ま
し
た
。

投
票
者
数
は
６
、５
６
０
人

投
票
率
は
75
・
01
㌫

任
期
満
了
に
伴
う
五
城
目
町
議

会
議
員
一
般
選
挙
は
、
３
月
27
日

午
前
７
時
か
ら
町
内
14
か
所
の
投

票
所
で
一
斉
に
投
票
が
行
わ
れ
、

即
日
開
票
の
結
果
、
現
職
12
人
、

新
人
２
人
の
14
人
が
当
選
し
ま
し

た
。
男
女
別
の
当
選
者
数
は
男
12

人
、
女
２
人
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
の
有
権
者
数
は
８
、７
４
６

人
。
投
票
者
数
は
６
、５
６
０
人
。

投
票
率
は
75
・
01
㌫
で
、
前
回
（
平

成
24
年
３
月
25
日
執
行
、
77
・
27
㌫
）

を
２
・
26
㌽
下
回
り
ま
し
た
。

定
数
を
２
削
減
し

今
回
か
ら
14
議
席

町
議
会
議
員
の
選
挙
は
、
わ
た

し
た
ち
の
暮
ら
し
に
も
っ
と
も
身

近
な
選
挙
で
す
。

今
回
か
ら
定
数
は
14
人
。
こ
れ

ま
で
の
16
人
か
ら
２
人
削
減
と
な

り
、
選
挙
で
は
14
議
席
を
、
現
職

13
人
、
新
人
２
人
の
合
わ
せ
て
15

人
が
争
う
少
数
激
戦
と
な
り
ま
し

た
。３

月
22
日
の
告
示
以
来
、
候
補

者
は
街
頭
演
説
を
し
た
り
、
選
挙

カ
ー
に
乗
り
町
内
各
地
で
投
票
を

呼
び
か
け
た
り
な
ど
、
５
日
間
に

わ
た
っ
て
熱
い
選
挙
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

２
、５
６
０
人
が

期
日
前
投
票
を
利
用

告
示
日
の
翌
日
の
３
月
23
日
か

ら
26
日
ま
で
、
役
場
３
階
会
議
室

で
行
わ
れ
た
期
日
前
投
票
を
利
用

し
た
人
は
２
、５
６
０
人
で
、
全
投

票
者
数
の
39
・
02
㌫
で
し
た
。

開
票
は
、
３
月
27
日
、
投
票
終

了
後
の
午
後
８
時
か
ら
役
場
２
階

正
庁
で
行
わ
れ
、
各
陣
営
の
関
係

者
が
見
守
る
中
、
午
後
９
時
40
分
、

14
人
の
新
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
28
年
３
月
31
日
か

ら
32
年
３
月
30
日
ま
で
で
す
。

国保税率の改正（表１）

改 正 後 改 正 前

医療給付分
（0～74歳）

所得割率 10.35% 7.56%

資産割率 20.39% 21.00%

均等割額 19,000円 16,100円

平等割額 29,000円 24,500円

後期高齢者
支援金分

（0～74歳）

所得割率 4.65% 3.24%

資産割率 8.65% 9.00%

均等割額 7,800円 6,900円

平等割額 12,000円 10,500円

介　　護
納付金分

（40～64歳）

所得割率 1.84% 1.20%

資産割率 4.80% 5.00%

均等割額 5,000円 5,000円

平等割額 5,000円 5,000円

午後9時40分、選挙結果を発表する山平秋明選挙管理委員長
（写真左）

平
成
28
年
度
か
ら

国
保
税
の
税
率
を
改
正
し
ま
す

　

町
に
お
け
る
医
療
費
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
国
民
健
康
保
険
財
政
は
大

変
厳
し
い
状
況
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
表
１
の
と
お
り
国
民
健
康
保
険
税
率
の
見
直
し
が
必
要
と
な
り

ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

医
療
費
の
抑
制
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

被保険者数と１人あたり医療費（グラフ１）

町
議
会
議
員

14
人
が
決
ま
る

候補者別の得票数
当落 得票数 届　出　氏　名 年齢 所 属 ・

現・新別
当選
回数 町内名

当選 978 荒　川　　　滋 48 無・新 1 築地町

当選 672 椎　名　志　保 51 無・新 1 田　町

当選 594 畑　澤　洋　子 60 公・現 2 湯ノ又

当選 509 小　林　正　志 69 無・現 7 下山内

当選 478 石　川　交　三 63 共・現 8 杉　沢

当選 447 佐　藤　慶　彦 35 無・現 2 谷地中

当選 355 荒　川　正　己 68 無・現 7 米沢町

当選 351 舘　岡　　　隆 68 無・現 7 高　崎

当選 345 斎　藤　　　晋 63 無・現 2 長　町

当選 326 石　井　光　雅 65 無・現 2 寺　庭

当選 324 佐々木　仁　茂 63 無・現 2 岡本１区

当選 318 佐　藤　重　信 67 無・現 5 谷地中

当選 304 伊　藤　正　春 68 無・現 3 大　川

当選 286 千　田　峯　夫 80 無・現 7 岡本２区

次点 223 沢田石　亀　雄 77 無・現 ‐ 湯ノ又
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松
まつ

　橋
はし

　　勇
いさむ

さん
（88歳・浅見内）

こ
の
た
び
、
町
功
労
者
の
松
橋
勇

さ
ん
（
浅
見
内
）
が
旭
日
単
光
章

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

松
橋
さ
ん
は
、
昭
和
59
年
か
ら
３

期
12
年
間
、
町
議
会
議
員
と
し
て
、

町
政
の
審
議
に
参
画
さ
れ
、
産
業
常

任
委
員
会
委
員
長
を
務
め
ら
れ
る

な
ど
、
町
政
の
進
展
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
五
城
目
町
農
業
協
同
組

合
理
事
を
４
期
12
年
間
務
め
ら
れ
た

ほ
か
、
町
農
業
委
員
会
委
員
を
務

め
ら
れ
、
本
町
の
基
幹
産
業
の
農
業

の
振
興
に
も
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

町議会議員として23年以上在籍し、表彰された
小林　正志さん（下 山 内）、荒川　正己さん（米 沢 町）
千田　峯夫さん（岡本２区）、舘岡　　隆さん（高　　崎）

（写真左から）

佐
沢
貞
一
さ
ん
に

消
防
庁
長
官
永
年
勤
続
功
労
章

伊
藤
英
紀
さ
ん
に

秋
田
県
体
育
協
会
栄
誉
賞

旭き
ょ
く
じ
つ日

単た
ん
こ
う
し
ょ
う

光
章

町議会議員４人が
秋田県町村議会議長会から表彰

長年にわたり、町議会議員として、地域社会の発
展及び住民福祉の向上に尽くされている４人が、秋
田県町村議会議長会から自治功労者として表彰され
ました。

事
務
局
長
　
工
藤
　
成
子

課
　
長
（
統
括
）

　
　
　
　
　
中
道
　
寿
保

主
席
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
伊
藤
　
　
聡

課
長
補
佐
　
猿
田
　
　
仁

参
　
事
　
　
小
玉
　
洋
史

係
　
長
　
　
石
井
　
忠
大

　
　
　
　
　
小
林
　
忠
和

　
　
　
　
　
小
玉
　
重
巌

　
　
　
　
　
伊
藤
　
勝
彦

　
　
　
　
　
佐
藤
由
紀
子

主
　
事
　
　
児
玉
有
希
絵

　
　
　
　
　
齋
藤
　
　
匠

　
　
　
　
　
加
藤
さ
つ
き

　
　
　
　
　
佐
藤
　
貴
彰

派
遣
（
県
市
町
村
課
）

主
　
任
　
　
笹
川
　
久
美

課
　
長
　
　
澤
田
石
清
樹

課
長
補
佐
　
猿
田
美
枝
子

　
　
　
　
　
石
川
　
睦
子

参
　
事
　
　
柏
　
　
和
順

主
　
査
　
　
鳥
井
　
　
隆

係
　
長
　
　
柴
田
　
浩
之

　
　
　
　
　
伊
藤
　
　
郭

主
　
任
　
　
工
藤
　
博
亨

　
　
　
　
　
松
橋
　
良
樹

主
　
事
　
　
藤
田
　
倫
治

課
　
長
（
統
括
）

　
　
　
　
　
鳥
井
　
浩
己

主
席
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
猿
田
　
秀
樹

課
長
補
佐
　
山
田
　
広
美

参
　
事
　
　
猿
田
　
広
秋

　
　
　
　
　
工
藤
加
奈
子

　
　
　
　
　
東
海
林
博
文

係
　
長
　
　
石
井
　
宏
臣

主
　
事
　
　
大
石
　
　
至

　
　
　
　
　
佐
藤
　
有
真

課
　
長
　
　
小
玉
　
久
俊

主
席
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
佐
々
木
正
人

課
長
補
佐
　
工
藤
　
高
明

参
　
事
　
　
加
藤
　
　
博

主
　
査
　
　
門
間
田
鶴
子

係
　
長
　
　
工
藤
　
晴
樹

　
　
　
　
　
大
石
　
靖
宜

　
　
　
　
　
千
田
　
絢
子

主
　
任
　
　
小
玉
　
哲
央

主
　
事
　
　
伊
藤
真
梨
子

課
　
長
（
統
括
）

　
　
　
　
　
原
田
　
芳
博

主
席
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
渡
部
　
公
咲

課
長
補
佐
　
佐
藤
　
律
子

参
　
事
　
　
伊
藤
　
敏
和

　
　
　
　
　
石
井
　
政
幸

主
　
査
　
　
佐
藤
富
貴
子

　
　
　
　
　
猿
田
　
玲
子

　
　
　
　
　
木
口
ひ
と
み

係
　
長
　
　
福
嶋
　
妙
子

　
　
　
　
　
舘
岡
香
奈
子

　
　
　
　
　
北
嶋
　
友
香

　
　
　
　
　
佐
藤
　
陽
子

主
　
任
　
　
猿
田
　
和
孝

主
　
事
　
　
渡
部
　
亜
紀

所
　
長
　
　
齊
藤
喜
久
也

所
長
補
佐
　
佐
藤
　
律
子

参
　
事
　
　
石
川
　
晃
子

主
　
査
　
　
木
口
ひ
と
み

係
　
長
　
　
福
嶋
　
妙
子

　
　
　
　
　
藤
田
　
由
美

　
　
　
　
　
小
林
　
真
実

主
　
事
　
　
渡
部
　
亜
紀

課
　
長
　
　
石
井
　
政
則

主
席
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
佐
々
木
義
春

課
長
補
佐
　
伊
藤
　
　
傳

　
　
　
　
　
嶋
﨑
　
一
人

参
　
事
　
　
越
高
　
孝
子

　
　
　
　
　
石
井
　
久
孝

主
　
査
　
　
笹
川
　
由
美

係
　
長
　
　
伊
藤
　
祐
子

　
　
　
　
　
齊
藤
　
　
茂

嘱
託
員
　
　
猿
田
　
　
長

課
　
長
（
統
括
）

　
　
　
　
　
金
子
　
成
敏

課
長
補
佐
　
松
橋
　
美
晶

　
　
　
　
　
門
間
　
良
雄

参
　
事
　
　
鳥
井
真
理
子

主
　
任
　
　
近
藤
光
和
子

　
　
　
　
　
畠
山
　
卓
志

主
　
事
　
　
八
柳
　
創
太

課
　
長
　
　
原
田
　
功
輝

課
長
補
佐
　
阿
部
　
晴
子

参
　
事
　
　
大
石
　
芳
勝

　
　
　
　
　
猿
田
　
弘
巳

主
　
査
　
　
工
藤
ひ
と
み

　
　
　
　
　
本
間
　
　
聡

係
　
長
　
　
小
野
　
　
亨

　
　
　
　
　
石
井
　
　
一

　
　
　
　
　
小
玉
　
哲
也

主
　
任
　
　
舘
岡
　
　
賛

主
　
事
　
　
畠
山
　
健
志

会
計
管
理
者
兼
室
長

　
　
　
　
　
宮
城
　
正
人

参
　
事
　
　
川
口
　
朋
美

嘱
託
員
　
　
渡
辺
　
鉄
雄

課
　
長
（
統
括
）

　
　
　
　
　
工
藤
　
政
彦

課
長
補
佐
　
澤
田
石
　
登

参
　
事
　
　
齊
藤
　
正
和

主
　
査
　
　
舘
岡
　
裕
美

係
　
長
　
　
川
村
　
　
拓

主
　
事
　
　
木
村
　
　
茜

　
　
　
　
　
椎
名
　
優
太

課
　
長
　
　
佐
藤
　
亮
一

主
席
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
佐
藤
　
清
彦

課
長
補
佐
　
鈴
木
　
典
子

参
　
事
　
　
石
川
　
一
重

　
　
　
　
　
小
玉
　
広
信

　
　
　
　
　
越
高
　
博
美

係
　
長
　
　
佐
々
木
　
丈

嘱
託
員
　
　
伊
藤
　
真
紀

事
務
局
長
　
佐
々
木
義
春

主
　
査
　
　
伊
藤
　
富
明

消
防
長
　
　
伊
藤
　
　
豊

次
　
長
　
　
長
谷
川
　
誠

　
　
　
　
　
伊
藤
　
忠
恭

補
　
佐
　
　
大
石
　
憲
一

　
　
　
　
　
佐
々
木
貴
仁

主
　
査
　
　
佐
藤
　
　
浩

　
　
　
　
　
猿
田
　
公
平

主
　
任
　
　
猿
田
　
陽
一

主
　
事
　
　
伊
藤
　
大
志

　
　
　
　
　
青
木
　
　
佑

　
　
　
　
　
伊
藤
　
　
駿

署
長
・
司
令
長

　
　
　
　
　
伊
藤
　
　
豊

次
長
・
副
署
長
・
司
令

　
　
　
　
　
長
谷
川
　
誠

　
　
　
　
　
伊
藤
　
忠
恭

◆
総
　
務
　
係

司
　
令
　
　
伊
藤
　
忠
恭

司
令
補
　
　
佐
藤
　
　
浩

　
　
　
　
　
猿
田
　
公
平

副
士
長
　
　
猿
田
　
陽
一

消
防
士
　
　
伊
藤
　
大
志

　
　
　
　
　
青
木
　
　
佑

　
　
　
　
　
伊
藤
　
　
駿

◆
予
　
防
　
係

司
　
令
　
　
佐
々
木
貴
仁

司
令
補
　
　
千
田
　
　
光

副
士
長
　
　
伊
藤
　
大
将

消
防
士
　
　
島
﨑
　
拓
也

　
　
　
　
　
越
高
　
朋
哉

　
　
　
　
　
菊
地
　
航
平

◆
警
　
防
　
係

司
　
令
　
　
長
谷
川
　
誠

司
令
補
　
　
松
橋
　
正
浩

　
　
　
　
　
舘
岡
　
雅
志

副
士
長
　
　
渡
邊
　
雄
大

　
　
　
　
　
今
川
　
貴
博

消
防
士
　
　
畠
山
　
　
亮

　
　
　
　
　
原
田
　
大
輝

　
　
　
　
　
福
嶋
　
良
磨

　
　
　
　
　
雄
鹿
　
柚
生

◆
救
急
救
助
係

司
　
令
　
　
大
石
　
憲
一

士
　
長
　
　
佐
々
木
　
真

　
　
　
　
　
遠
藤
　
　
司

消
防
士
　
　
近
藤
　
哲
矢

　
　
　
　
　
中
道
　
聖
也

　
　
　
　
　
舘
岡
　
拓
海

書
記
長
　
　
中
道
　
寿
保

副
書
記
長
　
伊
藤
　
　
聡

書
　
記
　
　
石
井
　
忠
大

　
　
　
　
　
伊
藤
　
勝
彦

【
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
】

【
議
会
事
務
局
】

【
総
　
務
　
課
】

【
ま
ち
づ
く
り
課
】

【
住
民
生
活
課
】

【
農
林
振
興
課
】

【
出
　
納
　
室
】

【
学
校
教
育
課
】

【
農
業
委
員
会
】

【
消
　
防
　
署
】

【
消
防
本
部
】

【
選
挙
管
理
委
員
会
】

【
生
涯
学
習
課
】

【
税
　
務
　
課
】

【
健
康
福
祉
課
】

【
商
工
振
興
課
】

【
建
　
設
　
課
】

町　長　渡　邉　彦兵衛

副町長　武　田　和　栄

教育長　小　松　正　孝
平成28年度職員配置
町職員の人事異動が４月１日付けでありました。配置は次のとおりです。

平
成
27
年
度
定
年
退
職
者

　
佐
々
木
重
義

伊
藤
　
喜
啓

猿
田
　
　
長

伊
藤
　
真
紀

渡
辺
　
鉄
雄

島
﨑
　
春
美

消防団第11分団分団長
佐沢　貞一さん
（61歳・東磯ノ目）

伊藤　英紀さん
（78歳・岡本２区）

３
月
６
日
、
町
消
防
団
第
11
分
団

分
団
長
の
佐
沢
貞
一
さ
ん
（
61
歳
・

東
磯
ノ
目
）
が
消
防
庁
長
官
か
ら

永
年
勤
続
功
労
章
が
贈
ら
れ
、
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

佐
沢
さ
ん
は
昭
和
56
年
か
ら
35

年
間
、消
防
団
員
と
し
て
勤
続
さ
れ
、

火
災
や
災
害
の
防
止
に
努
め
、
安
全

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
て

い
ま
す
。

町
功
労
者
の
伊
藤
英
紀
さ
ん
（
78

歳
・
岡
本
２
区
）
に
県
体
育
協
会

か
ら
栄
誉
賞
が
贈
ら
れ
、
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

伊
藤
さ
ん
は
、
平
成
10
年
か
ら

五
城
目
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
を
務
め

ら
れ
（
現
在
は
顧
問
）、
ま
た
、
町

体
育
協
会
理
事
と
し
て
競
技
人
口

の
底
辺
拡
大
や
指
導
育
成
に
尽
力
さ

れ
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
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平成28年度　乳幼児健診年間カレンダー お問い合わせ
町健康福祉課

（☎852・5180）※対象者には個別に通知します。持ち物などをご確認のうえお越しください。

●乳児健康診査
健　　診　　日 ４か月　【受付12：45～13：15】 ７か月　【受付12：45～13：15】 10か月　【受付12：45～13：15】

平成28年 4月28日㈭ 平成27年12月生 平成27年 9月生 平成27年 6月生
5月30日㈪ 平成28年 1月生 平成27年10月生 平成27年 7月生
6月30日㈭ 平成28年 2月生 平成27年11月生 平成27年 8月生
7月28日㈭ 平成28年 3月生 平成27年12月生 平成27年 9月生
8月29日㈪ 平成28年 4月生 平成28年 1月生 平成27年10月生
9月29日㈭ 平成28年 5月生 平成28年 2月生 平成27年11月生
10月31日㈪ 平成28年 6月生 平成28年 3月生 平成27年12月生
11月28日㈪ 平成28年 7月生 平成28年 4月生 平成28年 1月生
12月26日㈪ 平成28年 8月生 平成28年 5月生 平成28年 2月生

平成29年 1月30日㈪ 平成28年 9月生 平成28年 6月生 平成28年 3月生
2月27日㈪ 平成28年10月生 平成28年 7月生 平成28年 4月生
3月23日㈭ 平成28年11月生 平成28年 8月生 平成28年 5月生

●２歳児歯科健康診査

健　　診　　日 生まれた年月
【受付12：40～13：10】

平成28年 4月25日㈪ 平成25年 9月・10月
6月17日㈮ 平成25年11月・12月
9月16日㈮ 平成26年 1月～ 4月
11月25日㈮ 平成26年 5月・ 6月

平成29年 1月27日㈮ 平成26年 7月・ 8月

●３歳児健康診査

健　　診　　日 生まれた年月
【受付12：45～13：15】

平成28年 5月12日㈭ 平成24年 9月～11月
7月21日㈭ 平成24年12月～平成25年 2月
9月26日㈪ 平成25年 3月～ 5月18日
12月22日㈭ 平成25年 5月19日～ 6月

平成29年 2月23日㈭ 平成25年 7月・ 8月

●１歳児健康相談

実　施　月　日 生まれた年月
【受付10：00～10：30】

平成28年 4月15日㈮ 平成27年 3月・ 4月
6月24日㈮ 平成27年 5月・ 6月
10月21日㈮ 平成27年 7月～10月
12月16日㈮ 平成27年11月・12月

平成29年 2月24日㈮ 平成28年 1月・ 2月

●１歳６か月児健康診査

健　　診　　日 生まれた年月
【受付12：45～13：15】

平成28年 5月 9日㈪ 平成26年 9月・10月
8月 4日㈭ 平成26年11月～平成27年 1月
10月 3日㈪ 平成27年 2月・ 3月
12月 1日㈭ 平成27年 4月・ 5月

平成29年 3月 2日㈭ 平成27年 6月～ 8月 地域環境の美化、清掃、維持管理、ごみ対
策など、身近な環境をきれいにしようとする
活動で地域の皆さんの労力で実施できる業務
を、町が委託し、必要な経費を支援します。

上限：�５万円（消耗品、燃料、原材料、借り
上げ両など）

・道路沿線などの清掃活動･･････････ 16団体

・広場や道路などの維持管理････････ 5団体

・美化活動････････････････････････ 3団体

合計　24団体

ありがとう
ございました。

地
ま ち

域を語る会（協働のまちづ
くり座談会）や町内会の座談会
も随時受け付けています。いつ
でもご相談ください。

小野台
花壇づくり（美化）

昭辰町
昭辰広場の整備

上山内
町道沿線の草刈り作業

新しい生活を始める新婚さんを
応援します。
結婚に伴う住居の取得費及び賃

貸費、引っ越し費用に対して補助
金を交付します。

▼対象世帯
❶�婚姻届を（平成28年４月１
日〜平成29年２月28日）ま
での間に提出した夫婦で、世
帯の合計所得が300万円未満
である世帯。
❷�対象となる住居が五城目町内
にあり、五城目町に住所を有
しなければなりません。
❸�他の公的制度による家賃補助
等を受けていないこと。

▼補助限度額
　１世帯あたり　上限180,000円

▼必要な書類
・所得証明書
・�貸与型奨学金の返還額がわか
る書類
・売買契約書の写し
・賃貸借契約書の写し
・住宅手当支給証明書
・引っ越し費用に係る領収書
・戸籍謄本
・納税証明書

※�詳細は、町ホームページをご覧
いただくか、お問い合わせくだ
さい。

お子さんを遊ばせながら、子育て
やお子さんの健康などについて一緒
にお話ししてみませんか。楽しい遊
びを用意してお待ちしています。

▶��対　象
　�町内の保育園等入園前のお子さん
と保護者（乳児も大歓迎です）

▶時　間　午前９時30分〜
午前11時30分

▶��場　所　�もりやまこども園

▶４月28日㈭　
　�「こいのぼりを作ろう・育児相談」

□□　□□くん（上山内）

□□　□□くん（雀舘） □□□□□くん（畑町）

□□　□□くん（雀舘）

■　健　　診　■
15日　１歳児健康相談
対象　平成27年３月〜４月生まれ
受付　10時〜10時30分
場所　役場１階保健室

25日　２歳児歯科健康診査
対象　平成25年９月〜10月

生まれ
受付　12時40分〜13時10分
場所　役場１階保健室

28日　乳幼児健康診査	 	
	 （４・７・10か月）

対象　平成27年12月、９月、６月
生まれ

受付　12時45分〜13時15分
場所　役場１階保健室

■　そ の 他　■
12日・26日　母子手帳交付
受付　９時〜15時
場所　健康福祉課
※�指定日以外で交付を希望され
る方は、ご連絡下さい。



楽しみがたくさん

□ □ □ □ さん
（上山内）

「
公
民
館
で
の
集
ま
り
、

ひ
孫
と
会
う
こ
と
、
山
菜

採
り
、
踊
り
、
プ
ロ
野
球

観
戦
と
楽
し
み
に
し
て
い

る
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
」
と

□
□
さ
ん
。

楽
し
み
が
た
く
さ
ん
あ

る
こ
と
と
、
野
菜
を
毎
日

た
く
さ
ん
食
べ
て
い
る
こ

と
が
長
寿
の
秘
訣
だ
そ
う

で
す
。

俳句を詠む

□ □ □ □ さん
（一番町）

「
俳
句
を
詠
む
こ
と
が

楽
し
み
」
と
□
□
さ
ん
。

俳
句
で
賞
を
も
ら
っ
た
こ

と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
趣

味
は
花
を
植
え
る
こ
と

で
、
習
字
が
得
意
で
す
。

「
家
族
み
ん
な
が
元
気

で
、
そ
ん
な
家
族
と
い
る

と
元
気
が
出
て
き
ま
す
」

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

お茶が秘訣

□ □  □ さん
（門　前）

新
聞
を
読
ん
だ
り
、
テ

レ
ビ
で
歌
番
組
や
フ
ィ

ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
を
見
た

り
す
る
の
が
楽
し
み
と
□

さ
ん
。
趣
味
は
短
歌
で
、

日
誌
の
代
わ
り
に
詠
む
こ

と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

お
茶
が
好
き
で
、
よ
く

飲
ん
で
い
る
こ
と
が
長
寿

の
秘
訣
で
は
と
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。

楽しく暮らす

□□□□□ さん
（大川３区）

「
仲
の
良
い
友
達
や
家

族
と
楽
し
く
過
ご
す
こ

と
」
が
長
寿
の
秘
訣
と
□

□
さ
ん
。
み
ん
な
と
お
話

し
す
る
こ
と
が
楽
し
み
で

す
。若

い
こ
ろ
は
か
け
っ

こ
が
得
意
で
、
運
動
会
や

大
会
で
よ
く
メ
ダ
ル
を
も

ら
っ
て
い
た
こ
と
が
自
慢

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

野菜づくりで元気

□□□□□ さん
（築地町）

和
裁
が
得
意
で
、
町
の

呉
服
屋
か
ら
注
文
が
き
た

り
、
教
え
た
り
も
し
て
い

た
と
い
う
□
□
さ
ん
。
畑

で
の
草
取
り
と
、
姪
が
会

い
に
き
て
く
れ
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
そ
う

で
す
。

畑
で
の
野
菜
づ
く
り
が

長
寿
の
秘
訣
と
の
こ
と
で

し
た
。

洋裁が得意

□ □ □ □ さん
（畑　町）

若
い
こ
ろ
は
仕
立
て
の

仕
事
を
し
て
い
た
□
□
さ

ん
。特
に
洋
裁
が
得
意
で
、

今
で
も
周
り
の
人
の
服
を

縫
っ
て
あ
げ
て
い
る
そ
う

で
す
。

長
寿
の
秘ひ

け

つ訣
は
、「
み

ん
な
と
楽
し
く
過
ご
し
て

い
る
こ
と
と
、
何
で
も
食

べ
る
こ
と
」
と
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。

２
月
25
日
、
□
□
□
□
□
さ
ん
が
満
１
０
０
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

□
□
□
さ
ん
は
秋
田
市
飯
島
の
出
身
で
、
□
□
□

さ
ん
（
故
人
）
と
ご
結
婚
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
は

８
人
、
孫
は
11
人
、
ひ
孫
は
13
人
、
玄や

し
ゃ
ご孫

は
２
人
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
の
服
を
作
っ
た
り
繕
っ
た
り
と
、
針
仕
事

が
得
意
だ
っ
た
そ
う

で
す
。

祭
り
の
と
き
に
は

子
ど
も
や
お
孫
さ
ん

た
ち
が
集
ま
り
、
と

て
も
に
ぎ
や
か
に
な

る
そ
う
で
す
。

み
ん
な
と
お
し
ゃ

べ
り
を
す
る
の
が
好

き
な
の
で
、
そ
れ
が

長
寿
の
秘
訣
と
の
こ

と
で
し
た
。
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高齢者の介護予防、生きがいづくり及び地域の支え合いのための社会
参加活動を推進することを目的に、４月から「はつらつポイント事業」
が始まります。

▼対象者　65歳以上の方で
　　　　　❶町内で行う介護予防支援のためのボランティア活動
　　　　　❷�町が主体となり実施する介護予防教室等の参加、または運

営補助など
※介護保険料の未納がない方に限ります。

ポイント付与期間は４月から１年間です。地域包括支援センターが
交付する介護予防手帳に担当者が押印します。
たまったポイントは、平成29年度からポイント数に応じて買い物

券や健康増進などに活用できます。

▼Ａ会場　朝市ふれあい館
　　　　　・時　間　午後１時30分〜午後３時
　　　　　・実施日　�５月６日、５月20日、６月３日、６月17日、
　　　　　　　　　　７月15日、８月19日、９月16日

▼Ｂ会場　森山地区公民館
　　　　　・時　間　午前10時〜午前11時30分
　　　　　・実施日　�５月13日、５月27日、６月10日、６月24日、

７月22日、８月26日、９月23日
　　　　　　　　　　※実施日はすべて金曜日です。

▼対象者　膝の痛みがあり、介護認定を受けていない方

▼定　員　各15人

▼講　師　健康運動指導士　児玉美幸さん

▼持ち物　�飲み物、汗拭きタオル、運動しやすい服装で参加してくださ
い。

　　　　※触覚ボール購入のため1,300円の負担をお願いします。

▼申込締切　４月15日㈮まで

写真左のかたは、教室参加後、写真右のように正座ができるようになりました。

お問い合わせ　町地域包括支援センター（☎855・1070）

お問い合わせ　町地域包括支援センター（☎855・1070）

♦100歳を迎えられた方（３月20日現在）	 　２月25日　□□□□□さん（昭　辰　町）

♦90歳を迎えられた方（３月20日現在）	 　２月22日　□□　□□さん（畑　　町）	 ２月25日　□□　□□さん（西　　野）
　３月 6日　□□□□□さん（大川３区）	 ３月 7日　□□□□□さん（築　地　町）	 ３月10日　□□　　□さん（門　　前）
　３月15日　□□　□□さん（一　番　町）	 ３月20日　□□　□□さん（上　山　内）

お話しが楽しみ

□□□□□さん
（昭辰町・大正５年生まれ）
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♦
朝
市
は
宝
物

車
社
会
に
な
り
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
生
鮮
食
品
を
購
入
す
る
の
が

当
た
り
前
に
な
っ
た
今
、
朝
市
と
い
う

と
、
衰
退
の
一
途
を
た
ど
る
イ
メ
ー
ジ

が
拭
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。で
も
、

こ
の
便
利
な
時
代
に
、
な
ぜ
か
全
国
で

市
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
続
々
と
新
設
さ
れ

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。こ
の
こ
と
は
、

「
市
」
の
重
要
性
、
可
能
性
を
よ
く
物

語
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

私
が
２
年
前
に
五
城
目
に
移
住
し
て

き
た
際
に
、
真
っ
先
に
注
目
し
た
の
も

朝
市
で
し
た
。
５
２
０
年
も
続
く
歴
史

あ
る
朝
市
は
本
当
に
宝
物
だ
と
思
っ
た

か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
誰
で
も
出
店
で

き
て
、
町
民
な
ら
出
店
料
１
１
０
円
。

そ
ん
な
素
敵
す
ぎ
る
条
件
で
１
㍍
の
お

店
を
出
せ
る
市
は
、
ほ
か
に
な
い
と
思

い
ま
す
。

♦
朝
ぷ
ら
に
ワ
ク
ワ
ク

朝
市
が
起
業
や
子
育
て
、
移
住
促
進

の
た
め
に
も
た
く
さ
ん
の
可
能
性
を
秘

め
て
い
る
と
い
う
思
い
の
町
民
の
皆
さ

ん
と
「
朝
市
わ
く
わ
く

盛
り
上
げ
隊
」
を
結
成

し
、
朝
市
の
出
店
者
の
声

を
お
聞
き
し
た
り
、
昨
年

の
臨
時
朝
市
で
は
、
自
ら

出
店
し
た
り
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
朝
市

の
こ
と
を
レ
ポ
ー
ト
し

た
り
し
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
４
月
10
日
に
は
じ

ま
る
「
朝
ぷ
ら
」
に
つ
い

て
も
若
い
出
店
者
の
視

点
か
ら
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
春
、「
朝
ぷ
ら
」が
始
ま
る
と
、

と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。

先
日
、
町
主
催
で
行
わ
れ
た
女
性
の

起
業
を
応
援
す
る
「
オ
ト
ナ
の
修
学
旅

行
」
に
参
加
さ
れ
た
方
々
も
、「
わ
っ
、

楽
し
そ
う
‼
　
こ
れ
な
ら
私
で
も
最
初

の
一
歩
と
し
て
出
店
し
た
い
‼
」
と

言
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
座
学
だ
け

で
は
な
く
て
、
ま
ず
、
み
ん
な
で
や
っ

て
み
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
の
あ
る
五

城
目
は
な
ん
と
素
敵
な
の
で
し
ょ
う
。

み
ん
な
で
楽
し
く
「
朝
ぷ
ら
」
を
ワ
ク

ワ
ク
盛
り
あ
げ
ま
し
ょ
う
‼

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
町
民
有
志
が

朝
市
の
様
子
を
毎
回
楽
し
く
発
信
中
。

「
五
城
目
朝
市
わ
く
わ
く
盛
上
げ
隊
」

で
検
索
‼

	

（
担
当
：
石
田
万
梨
奈
）

５
２
０
年
続
く
朝
市
が
あ
る
こ
と
、

小
さ
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
で
き
る

場
所
が
あ
る
こ
と
の
価
値

　
【
　
短 

　
歌
　
】

魁
の
新
春
文
芸
川
柳
は

平
和
を
求
め
る
五
城
目
の
声

	

畑
　
町
　
　

伊
藤
　
義
成

何
と
酷
、一
億
総
生
産
と
う
は

八
十
の
わ
れ
は
満
身
創
痍

	

新
　
町
　
　

山
平
　
富
子

イ
エ
ロ
ー
は
幸
の
色
卓
上
に

水
仙
咲
か
せ
安
ら
ぎ
て
い
る

	

湯
ノ
又
　
　

澤
田
石
和
子

福
寿
草
つ
ぼ
み
一
群
咲
き
初
む
も

春
ま
だ
遠
く
な
ご
り
雪
舞
ふ

	

畑
　
町
　
　

細
田
ゆ
う
子

　
【
　
俳 

　
句
　
】

い
け
花
に
今
年
も
届
き
猫
柳

	

雀
　
舘
　
　

村
上
ハ
ツ
子

大
注
連
や
漢
等
捻
る
力
瘤

	

湯
ノ
又
　
　

松
橋
テ
ル
子

春
水
や
陽
気
に
目
指ざ

す
田
か
海
か

	

今
　
町
　
　

伊
藤
　
み
ゑ

蕗
味
噌
と
決
め
て
小こ

ぜ

に銭
を
ま
さ
ぐ
り
ぬ

	

舘
　
越
　
　

本
間
　
羊
山

　
【
　
川
　 

柳
　
】

娘
か
ら
花
母
で
良
か
っ
た
こ
の
佳
き
日

	

谷
地
中
　
　

佐
藤
　
榮
子

冬
の
花
み
ん
な
笑
顔
で
通
り
過
ぎ

	

東
磯
ノ
目
　
　

齊
藤
　
一
輪

冗
談
に
と
ら
れ
本
音
が
届
か
な
い

	

昭
辰
町
　
　

佐
々
木
良
可

ペ
ン
胼
胝
が
ス
マ
ホ
の
胼
胝
に
進
化
す
る

	

新
畑
町
　
　

渡
辺
　
松
風

ご
じ
ょ
う
め
の

　
文
　
芸

お申し込み・お問い合わせ　町観光協会事務局
（町商工振興課内　☎852・5222）

　雀館公園を出発し、野鳥の森で自然探検をして、お
昼は「だまこ鍋」を食べます。花の苗（町緑化推進委
員会から提供）のプレゼントもあります。

▼期　　日　４月23日㈯

▼時　　間　午前９時45分集合、午前10時スタート

▼申し込み　先着50人、４月18日㈪まで
※�雀館公園山開きは、４月22日㈮午後１時30分からです

お申し込み・お問い合わせ　実行委員会事務局
（町商工振興課内　☎852・5222）

▼日　時　４月24日㈰
　　　　　午前５時〜	 受付（杉沢交流センター「友愛館」）
　　　　　午前６時30分	 競技開始

▼参加料　2,000円（小学生は無料）

　※�別途、遊漁券（当日700円）が必要になります

▼申込期限　４月20日㈬まで

朝市の伝統を守り、そして未来の可能性を拓く場
として２、５、７、０の定期朝市の開催日の日曜日
にあたる日を〈ごじょうめ朝市plus+〉としてスター
トします。
いつもの朝市の風景はそのままに、新たなチャレ

ンジを応援する、懐かしくて新しい朝市を一緒につ
くっていきませんか？
ワクワクを、にぎわいを、たくさんの楽しいこと

がプラス、略して「朝ぷら」！「朝」みんなで「ぷ
らっ」と散歩にでかけましょう！

▼開 設 日　��定期市（下一桁が２、５、７、０）に
重なる日曜日（４月〜11月）全14回

　　　　　　４月は10日、17日

▼開催時間　午前９時～正午
　　　　　　（定期市は午前７時〜）

《朝ぷら出店者募集中！》
【出店料】 
　間口１mにつき　町内110円、町外210円
※�五城目朝市特製販売台、搬入用リヤカー、テン
ト（4〜5月数量限定）を無料で貸し出します。

　※�開催日の10日前までに申請書をご提出くださ
い。

お申し込み・お問い合わせ先
朝市ふれあい館（☎852・5110）または、町商工振興課（☎852・5222）まで。

みんなで「朝ぷら」を盛り上げましょう



April Fools’ Day
Hey Everyone!

Guess what? Maybe you know that President 
Obama is from Chicago like me, but did you know 
that he is my uncle? In my family, we call him 
Uncle Bama!

April Fools!! Just kidding!

President Obama is from Chicago, 
but he isn’t my uncle. Did I trick you? 
In America, April 1st is“April Fools’ 
Day.”We often do small pranks 
to have a little fun with our family 
and friends. Sometimes, even news 
stations, weather forecasters, or 
newspapers will share an unbelievable 
story! Do you do anything for April 
Fools’ Day in Japan?

エイプリルフール
皆さん、こんにちは！

ちょっと聞いて！　皆さんはオバマ大統領が私のよ
うにシカゴ出身であることを知っていると思います
が、オバマさんは私のおじさんであることを知ってい
ましたか。私の家族の間では、「バマおじさん」と呼

ばれています。

エイプリルフールです！　冗談ですよ！

オバマ大統領の出身はシカゴです
が、私のおじさんではありません。だ
まされました？　アメリカで、４月１
日は「エイプリルフールの日」です。
軽いジョークを言い、家族や友達と楽
しみます。ニュースや天気予報、新聞
でも信じられない情報を伝えて人々を
驚かせます！日本では、エイプリル
フールの日に何をしますか。

町の英語指導助手（ALT）の
ニッキさんの連載エッセイです。
エイプリルフール のお話です。
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町では、行政運営の一層の透明性を図り、町民に開かれた「誇りと信頼の
あるまちづくり」を進めるために、町長交際費の支出状況を公開します。

❖交際費の支出状況（２月）
分類 件数 内　　　　　　容 支 出 額

祝　費 2件
五城目エコ・ファーマーズ祝賀会、五城目建築業協
会総会懇親会

15,000円

会　費 5件

あきしん合同新年会、秋田県市町村総合事務組合議
会定例会懇談会、五城目建設技能組合定期大会懇親
会、秋田県市町村職員共済組合意見交換会、伊藤英
紀さん秋田県体育協会スポーツ賞栄誉賞受賞祝賀会

23,000円

接　遇 6件 来客時お土産（６件） 14,680円

その他 3件
新畑町町内会祭典、広青苑・いこいの里冬まつり、
千代田区麹町消防団副団長藍綬褒章受章記念祝賀会

16,827円

合 計 16件 69,507円

平成27年４月〜平成28年２月の合計 1,226,736円

　

1／�定期人事異動辞令交付式
（役場）

6／�県立五城目高等学校入学式

7／�合同入社式（五城館）
町火災予防組合総会（五城館）

8／�五城目小学校入学式
五城目第一中学校入学式

15／�町老人クラブ連合会定期総
会（五城館）

21／�町食生活改善推進協議会総
会（役場）

24／�みちのく渓流釣り大会（友愛館）
26／町内会長会総会（役場）
27／�秋田国道協議会通常総会

（秋田市）

わたくしたちは郷土を愛し五城目町民であること
に誇りをもち、歴史と伝統をうけつぎ創造性ゆた
かな町をつくる願いをこめてこの憲章を定めます。

1、自然と親しみ美しい町をつくります
1、たがいに助けあい思いやりのある町をつくります
1、教育を進め文化の香り高い町をつくります
1、元気で働き活力に満ちた町をつくります
1、きまりを守り明るい町をつくります

み
な
さ
ん
は
、
最
近
火
災
に
関
す

る
ニ
ュ
ー
ス
を
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
よ

く
見
か
け
ま
せ
ん
か
。
特
に
冬
場
は
、

ス
ト
ー
ブ
な
ど
と
い
っ
た
暖
房
器
具

を
使
用
し
ま
す
。
使
い
方
を
ま
ち
が

え
る
と
、何
人
も
の
人
の
命
を
う
ば
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
わ
た
し
は
、
あ
る

こ
と
に
つ
い
て
ふ
り
返
っ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
ス
ト
ー
ブ
の
使
い
方
で
す
。

わ
た
し
の
家
に
も
、何
台
も
の
ス
ト
ー

ブ
が
あ
り
ま
す
。
火
は
、
周
り
に
あ

る
も
の
も
燃
や
し
て
し
ま
う
の
で
、

必
ず
燃
え
や
す
い
物
が
近
く
に
な
い

か
確
認
し
て
か
ら
、
ス
ト
ー
ブ
を
使

用
し
た
い
で
す
。

ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
を
ま

ち
が
っ
て
使
用
す
る
と
、
ど
ん
ど
ん

火
事
の
件
数
が
増
え
て
い
く
の
で
、

わ
た
し
が
住
ん
で
い
る
地
域
・
西
野

地
区
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
、「
火
の
用
心
」
で
す
。
一

日
ご
と
に
当
番
を
決
め
て
地
域
を
周

り
ま
す
。
も
し
、
危
な
い
人
が
い
た

場
合
は
、
注
意
を
よ
び
か
け
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
西
野
地
域
で
は
毎

年
火
事
が
起
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
。
雨
や
雪
が
ふ
っ
て
い
る
日
で
も
、

休
ま
ず
に
「
火
の
用
心
」
を
行
っ
て

い
る
の
は
西
野
地
区
が
安
全
に
明
る

い
生
活
を
送
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
い
つ
か
、
自

分
も
「
火
の
用
心
」
に
参
加
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
火
事
を
減
ら
す
た

め
に
、
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
、
火

災
防
止
の
よ
び
か
け
を
た
が
い
に
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ

し
て
わ
た
し
た
ち
自
身
も
、
火
の
取

り
あ
つ
か
い
に
は
十
分
気
を
付
け
た

い
で
す
。
ま
た
、
大
人
に
近
づ
い
て

い
く
と
、
火
を
利
用
す
る
機
会
も
増

え
る
の
で
、
身
を
引
き
し
め
た
い
で

す
。
そ
し
て
、「
火
の
用
心
」
を
次
の

世
代
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
、
火
災
が

起
き
な
い
地
区
を
目
指
し
た
い
で
す
。

平
成
27
年
度　
防
火
・
防
災
作
文
コ
ン
ク
ー
ル　
最
優
秀
賞

「
地
域
の
支
え
」

五
城
目
小
学
校
５
年　

小　

熊　

こ
と
み

�

〈
３
つ
の
習
慣
〉

◦
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る
。

◦�

ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
し
て
使
う
。

◦�

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

〈
４
つ
の
対
策
〉

◦�

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

◦�

寝
具
や
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
か
ら
の

火
災
を
防
ぐ
た
め
、
防
炎
品
を
使

用
す
る
。

◦�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置

す
る
。

◦�

お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る
。

古
い
消
火
器
の
破
裂
事
故
が
増
え

て
い
ま
す
。
消
火
器
に
安
全
栓（
ピ
ン
）

が
確
実
に
装
着
さ
れ
て
い
る
か
、
容

器
や
ホ
ー
ス
に
劣
化
は
な
い
か
点
検

し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
古
く
な
っ
た
消
火
器
は
粗

大
ご
み
と
し
て
捨
て
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
専
門
の
業

者
に
依
頼
し
て
、
点
検
・
処
分
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※�

点
検
・
処
分
は
有
料
で
す
。

「無防備な　心に火災が　かくれんぼ」
４月３日㈰から９日㈯は

春の火災予防運動です

消
火
器
を
点
検
し
ま
し
ょ
う

住
　
宅
　
火
　
災

い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

運動期間中、
午後７時にサイレンを
鳴らします。

火災と間違えないよう、
ご注意ください。

※�小熊さんは４月から６年生に進級しています。
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�第38回全国ジュニアオリンピック春季
水泳競技大会秋田県予選会12歳区分
❖50Ｍ平泳ぎ
　▶第２位　五十嵐月衣（五城目小６年）

❖50Ｍバタフライ
　▶第２位　半田　彩夏（五城目小６年）

第８回秋田県小学校バドミントン大会
選手権大会
❖団体戦Ｃブロック
　▶第１位　石井宏之介、佐沢　　樹

（五城目小４年・八郎潟レイクジュニア）

第30回柔整旗争奪全県小･中学校柔道
大会小学校の部
　▶団体優勝・優秀選手賞
　　　　　　畠山　　凱

（五城目小４年・雄武館山中道場）

第35回東北ブロックスポーツ少年団
ミニバスケットボール交歓大会
❖男子Ｑブロック
　▶準優勝・優秀賞
　　　　　　�五城目男子ミニバスケッ

トボールスポーツ少年団
❖女子Ｘブロック
　▶準優勝・優秀賞
　　　　　　�五城目女子ミニバスケッ

トボールスポーツ少年団

第52回全日本書き初め大展覧会
　▶日本武道館賞・フジテレビ賞
　　　　　　�近藤　乃愛（五城目一中１年）

第４回全国書写書道伝統文化大会学生
書き初め展覧会
❖硬筆規定の部
　▶優秀特選ベスト２
　　　　　　�近藤　乃愛（五城目一中１年）

❖毛筆自由の部
　▶教育特別奨励賞
　　　　　　近藤　乃愛（五城目一中１年）

【参加をサポート】
　町内会や各種団体での参加を、実行
委員会がサポートします。詳細はお問
い合わせください。
※サポート例
　町内会での参加
　……�告知チラシづくり、参加賞の提

供など
　各種団体での参加
　……�大会開催調整、講師謝礼金の補

助など

対戦相手は　岩手県軽米町
町の目標は　参加率61％（約6,082人の参加）

（町の人口：9,970人　平成28年２月１日現在）

月１回程度、視察研修や野外活動、学習会などみん
なで学習します。

▼開催日程　�４月19日㈫入講式から平成29年３月ま
で

▼対　　象　町内在住の60歳以上の方

▼申込期限　４月14日㈭まで

「書道通信講座」の受講生を募集します。講師の先
生のお手本をもとに家庭で学習し、月に１回提出して
いただいた作品を添削指導します。
スクーリングは年３回行い、３月には成果発表とし

て、講座生の作品で書道展を開催します。

▼受 講 料　年間　1,500円

▼定　　員　20人

▼申込期限　５月13日㈮まで

お申し込み・お問い合わせ　町教育委員会生涯学習課（☎852・4411）
冬期間は検針が困難

なことから、１月から
３月までは推定料金を
いただいておりました。
実際に使用された分

との差額は、４月の検
針結果に基づき精算し
ます。ご理解とご協力
をお願いします。
４月から12月は毎月、検針を行います。

▶検針のためのお願い
・�メーターボックスの上には物を置かないでくださ
い。
・�犬は、メーターボックスから離れたところにつな
いでおいてください。

春の一斉清掃を実施します。町内の環境の美化運動
にご協力をお願いします。
▶日　時　４月17日㈰　午前６時～午前７時
▶内　容　�道路・用排水路等に落ちている空き缶等の

回収や草刈りなど

「登山計画書（登山
届）」は、万が一、山で
遭難したり体調不良で
身動きがとれなくなっ
た場合のために、登る
山を管轄する警察署ま
たは、県警察本部地域
課あてに提出するもの
です。
火山噴火などの災害時には、行方不明者の捜索にも

役立ちます。
提出は電子届出が便利です。詳しくは秋田県警HP

（http://www.police.pref.akita.jp/kenkei/index.html）
をご覧ください。また、スマホ等で上記ＱＲコードか
ら電子申請・届け出することができます。

お問い合わせ　
町建設課（☎852・5133）

お問い合わせ　
町住民生活課（☎852・5112）

下水道は、皆さんが使って汚れた水をきれいにし、自
然に戻す役割があります。多くの方が下水道に接続して
はじめてその役割が果たせますので、供用開始区域の方
は早めに接続してください。

▼供用開始区域
　・字杉ケ崎の一部
　・字羽黒前の一部
　・字七倉の一部
　・上樋口字下川原の一部
　・高崎字広ケ野の一部
　・高崎字行内沢の一部
　・富津内下山内字奈良崎の一部
　・富津内下山内字上広ケ野の一部
※�供用開始区域で「公共ます」を設置された方には、５
月に「受益者負担金賦課決定通知」と「納入通知書」
をお送りします。

※�接続工事の際、金融機関から無利子での融資が受けら
れる「融資あっせん制度（上限100万円）」がありま
す。詳細はお問い合わせください。

お問い合わせ　町建設課（☎852・5263）お問い合わせ　町住民生活課（☎852・5112）

お申し込み・お問い合わせ　町チャレンジデー実行委員会（生涯学習課内　☎852・4411）

�　契約額が500万円未満の工事などについては役場総
務課で閲覧できます。（工事名・入札額・落札業者）

▲

�公共下水道事業H27104号管路施設工事
　1,040万円　㈲今村建設▲

�公共下水道事業H27105号管路施設工事
　874万円　羽後設備㈱▲

�指定避難所等ソーラーLED街灯設置工事
　2,010万円　八重樫建設㈱秋田支店▲

�町山線道路改良工事	 825万円　㈲京野組▲

�公共下水道事業H27106号管路施設工事
　1,984万円　㈲佐々木建設

5月25日㈬　午前0時〜午後9時



人権困りごと相談

�　人権などの困りごとについて、人権擁
護委員にお気軽にご相談ください。
▶人権困りごとなんでも相談室
　・日　時　４月21日㈭
　　　　　　午後３時〜午後５時
　・会　場　朝市ふれあい館

馬川地区公民館
大正琴（琴修会）無料体験教室

　大正琴は用意しておりますので、お
気軽においでください。▲

日　時　４月12日㈫～５月31日㈫
（全７回）

　　　　　午前10時～正午▲

講　師　舘岡良子さん（下高崎）▲

場　所　馬川地区公民館▲

申込期限　４月10日㈰

もりやまこども園職員募集

▲

募集職員　�保育助手（保育士資格不
問、契約職員、雇用更新
あり）	…………………２人▲

待　　遇　当園規定による▲

勤　　務　４月１日㈮から１年間
（更新有）▲

申　　込　�履歴書（身上書付き）を郵送
（〒018-1703　五城目町
字羽黒前76-1）または持
参ください。面接等は後日
お知らせします。なお、応
募者多数の場合は書類選
考の上、面接等を行いま
す。▲

申込締切　４月８日㈮まで

環境と文化のむらイベント
体験教室と自然観察会

▲

開催日時とイベント
・４月10日㈰
　「�なめこの植菌体験」
　　原木に穴開けをして駒打ち体験。　 △

時　間　午前10時〜正午
・４月29日（金・祝日）
　「�春の野鳥観察会」
　　鳥たちの朝は早いよ　 △

時　間　午前８時〜午前10時▲

会　場　環境と文化のむら
（野鳥の森）

※�参加は無料。お申し込みは上記問い
合わせ先まで。

求職者のための公共職業訓練
受講生を募集

▲

訓練期間　６月15日㈬〜12月27日㈫
（７か月）▲

訓練時間　午前９時20分〜
午後３時40分▲

会　　場　ポリテクセンター秋田
（潟上市）▲

訓 練 科（定員）
　・テクニカルオペレーション科

（若年者コース）（15人）▲

募集期間　４月13日㈬〜５月11日㈬▲

受 講 料　�無料（テキスト代等は自
己負担）▲

応募資格　�ハローワークに求職申込
をされた方で、新たな技
術・技能を身につけて再
就職を希望される方

※�講習内容などの詳細は、上記問い合
わせ先または同センターHPまで。

「やまゆり栽培研究会」
会員募集

　やまゆり栽培研究会は、町花「やま
ゆり」の保護・増殖に努め、地域振興
を図ることを目的とした活動等を行っ
ています。
　あなたも一緒にやまゆりを育ててみ
ませんか。

ＬＥＤ電球をお譲りします

　平成24年度に千代田区か
ら寄贈いただいた省エネタ
イプの電球をお譲りします。
　平成25年度にも町内会を
通して配布しております。
　必要な方は町住民生活課までご連絡
ください。▲

明るさ　�５ワット（白熱球の20〜
30ワット程度の明るさ）▲

配布個数　１世帯５個まで

求職者支援訓練の受講者を募集

　再就職に向けてのスキルアップを目
指し、実務で活用できる文書作成や表
計算、簿記会計やプレゼンテーション
他、タブレットを用いたスケジュール
管理等のＩＴスキルを養います。▲

訓練期間　５月16日㈪〜10月14日㈮
（５か月）▲

時　　間　午前９時〜午後３時40分▲

場　　所　秋田パソコンスクール
（秋田市山王）▲

対　　象　�ハローワークに求職申し
込みを行い、職業訓練、
その他支援措置の必要性
がある方

▲

費　　用　�無料（テキスト代等は自
己負担）▲

定　　員　15人▲

申込期限　４月13日㈬

千代田区との児童交流の
ボランティア支援員を募集

　町と姉妹都市千代田区の小学校高学
年児童が行う交流体験活動を、ボラン
ティアで支援してくださる方を募集し
ます。▲

活動内容　�千代田区訪問時の児童引
率、町での交流体験活動
の企画と支援▲

募集人数　若干名▲

活動期間　５月～平成29年３月▲

申込期限　4月28日㈭
※�交流事業での交通費・宿泊費などは
支給します。お申し込み・お問い合
わせは上記問い合わせ先まで。

社会福祉協議会へ寄せられた善意

▶香典返しに代えて　
・２月15日　５万円　□□□□さん
　古川町（亡き妹　□□□さん）
・２月26日　３万円　□□□□□さん
　野　田（亡き父　□□□□さん）
・３月１日　３万円　□□□□さん
　杉　沢（亡き母　□□さん）
・３月２日　３万円　□□□□さん
　中高崎（亡き母　□□さん）
▶寄付金
・２月15日　1,105円　□□□□□さん
　小川口（５円玉寄附）
・３月１日　1,301円　□□□□さん
　岩城町（５円玉寄附）
・３月４日　885円　□□□□□さん
　小川口（５円玉寄附）

介護職員初任者研修を
開催します

�　医療法人正和会は、県知事の指定を
受けた介護養成研修事業者です。この
研修を修了された方は、訪問介護員
（ホームヘルパー）として働くことがで
きます。
▶研修日程　５月９日㈪〜９月23日㈮
▶研修会場　�医療法人正和会（潟上市昭和）
▶募集人数　60人
▶受 講 料　�45,000円（教材費含む・

口座振込）
▶申込場所　�介護老人保健施設「ほの

ぼの苑」（潟上市昭和）
▶申込期間　４月30日㈯まで
※�申込方法や受講対象などの詳細は、
医療法人正和会グループHPまたは上
記問い合わせ先まで。

問い合わせ先
県環境と文化のむら（☎852・2202）

問い合わせ先
町商工振興課（☎852・5222）

問い合わせ先
町教育委員会学校教育課（☎852・5372）

問い合わせ先
町社会福祉協議会（☎852・5192）

問い合わせ先
秋田パソコンスクール（☎866・7445）

問い合わせ先
町住民生活課（☎852・5112）

問い合わせ先
町総務課（☎852・5332）

問い合わせ先
馬川地区公民館（☎855・1175）

申し込み・問い合わせ先
もりやまこども園（☎852・3824）
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問い合わせ先
ポリテクセンター秋田（☎873・3178）

問い合わせ先
医療法人正和会（☎877・7110）

お申し込み・お問い合わせ
町農林振興課（☎852・5215）

町内の畑で野菜づくりを勉強し
てみませんか。町農村生活研究グ
ループ連絡会の皆さんが、丁寧に
野菜づくりのノウハウを教えてい
ます。ぜひご参加ください。

▼畑の概要
　１区画６坪程度（山内地区）

▼料　　金
　年間1,300円程度

（苗代・資材費など）

▼申込期限
　４月15日㈮
※詳細はお問い合わせください。

「春の全国交通安全運動」は
４月６日㈬〜15日㈮

４月10日㈰は「交通事故死ゼロを目指す日」です
いよいよ新年度がス

タートします。それぞ
れが新しい生活をおく
るにあたって、ちょっ
とした油断・気持ちの
緩みから思いがけない
事故に巻き込まれる可
能性があります。
家族で声をかけ合

い、ゆとりのある行動
に心がけましょう。

平成28年飲酒運転等追放競争結果　１位（全県25市町村） 平成2８年２月末現在

４月６日㈬午前９時から町民センターで
春の交通安全運動五城目地区集会を開催します



新里町・広ケ野・希望ケ丘・田町・上田町・今町
御蔵町・小池町・川原町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・仲町・長町・米沢町・築地町・畑町・新畑町

馬場目地区・富津内地区・内川地区
大川地区全域

雀舘・昭辰町・舘町・中川原・岩城町・樋口
矢場崎・東磯ノ目・西磯ノ目・馬川地区
森山地区・ななくら（仮称）

馬場目地区・富津内地区・内川地区

新里町・広ヶ野・希望ヶ丘・馬川地区
森山地区・大川（１区～４区以外の地区）

今町・御蔵町・小池町・川原町・仲町・長町
米沢町・雀舘・昭辰町・大川（１区～４区）

築地町・畑町・新畑町・東磯ノ目
西磯ノ目・矢場崎・ななくら（仮称）

田町・上田町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・舘町・中川原・樋口・岩城町

五城目地区･馬川地区

馬場目地区･富津内地区･内川地区･大川地区･森山地区

月
・
木

火
・
金

水
・
土

4日・18日（水）　（全町）

12日・19日・12日
16日・19日・23日
26日・30日

16日・10日・13日
17日・20日・24日
27日・31日

17日・11日・14日
18日・21日・25日
28日

14日（土）

28日（土）

9日（月）

10日（火）

11日（水）

12日（木）

13日（金）

23日（月）

24日（火）

25日（水）

26日（木）

27日（金）

※ このページに載せる楽しい写真を
お待ちしています。「広報ごじょ
うめ」担当まで

平成27年度環境標語コンクール最優秀受賞作品（五城目小　大石　舞雪さん）

「めんどくさい」　この一言が　環境破壊
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◆ 
収
集
日
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

▼ 
５
月
３
日
㈫
憲
法
記
念
日
、４
日
㈬
み
ど
り

の
日
、５
日
㈭
こ
ど
も
の
日
は
、可
燃
ご
み
の

収
集
を
休
み
ま
す
。

◆ 

次
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

ご
み
袋
は
、必
ず
名
前
を
書
い
て
、午
前
８
時

ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆ 

大
量
に
ご
み
が
出
る
場
合
は
、町
の
許
可
業

者
へ
処
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

❶　
㈲
丸
ノ
内
サ
ー
ビ
ス
☎
８
４
５
・
７
０
９
９

❷　
加
藤
商
事
㈱　
　
　

☎
８
５
２
・
２
９
６
０

※ 

収
集
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

住
民
生
活
課（
☎
８
５
２
・
５
１
１
２
）ま
で
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○ 食育の日　
○ 子育てサロン
（ケアセンター
五城目・

10：00～）
○ 率浦大学入講式
（町民センター・
午前10：30～）

○ 介護予防ひまわ
り会（五城館・

13：30～）

町指定のごみ袋に入らない大きなごみを収集します。
（ごみ袋に入る場合は、可燃・不燃ごみの日に出してください）
町内会の指定収集場所に、午前８時までお持ちください。

1． これより寸法の大きいものは収集しません。

可燃ごみの場合 幅1.2ｍ、長さ2.0ｍ、高さ1.0ｍ以内
不燃ごみの場合 幅1.2ｍ、長さ1.2ｍ、高さ2.0ｍ以内

2． 処理手数料として、粗大ごみと書かれた緑色
の票せんを一品につき一枚つけてください。
 例外として、10㎏以内にまとめてよいもの。
スキー板とストック（スキー靴は可燃ごみ）、
ゴルフセット、ござ、座布団、雪べら。

3．  緑色の票せんが付いていないもの、名前の書
かれていないもの、しっかりとこん包できて
いないものは収集しません。
※青色の票せんは使用できません。

4．粗大ごみの中に他のごみを入れないでください。
5． 雨どい、トタン、煙突等の建築廃材は収集しま
せん。

対　　象　　地　　区　（町内名） 収　集　日

馬場目地区 ４月 1日㈮
大川地区 ４月 4日㈪
馬川地区・森山地区 ４月 5日㈫
富津内地区・内川地区 ４月 7日㈭
今町・御蔵町・小池町・川原町・新町・一番町・古川町・紀久栄町 ４月15日㈮
新里町・広ケ野・希望ケ丘・東磯ノ目・西磯ノ目・矢場崎・ななくら（仮称） ４月18日㈪
仲町・長町・米沢町・雀舘・昭辰町・舘町・中川原・樋口・岩城町 ４月19日㈫
築地町・畑町・新畑町・田町・上田町 ４月21日㈭
全町【午前９時～午後４時　町ストックヤード（小倉）】
会場で粗大ごみを直接受け付けします。　※票せんも会場で販売 ４月24日㈰

○ 合同入社式（五
城館・10：00～）

○ 朝市健康相談
（朝市ふれあい
館・10：00～）

○ ほっとサロン（ケ
アセンター五城
目・13：00～）

○ 町火災予防組合
総会（五城館・

15：00～）

○ ほっとサロン（ケ
アセンター五城
目・13：00～）

○ 五城目一中授業
参観、PTA、部活
動後援会総会

（13：25～）

○ わんパーク（もり
やまこども園・

9：30～）
○ ほっとサロン（ケ
アセンター五城
目・13：00～）
C M 5：2 2
（秋田朝日放送）

○ ほっとサロン（ケ
アセンター五城
目・13：00～）

○ 食生活改善推進
協議会総会（役
場・13：30～）

○ 人権困りごとな
んでも相談室
（朝市ふれあい
館・15：00～）

○ 町内小・中学校新
任式・始業式

○ 春の全国交通安全
運動（15日まで）

○ 春の全国交通安全
運動（五城目地区
集会）（町民セン
ター・9：00～）

○ 消防友の会防火
キャラバン（全町・

13：00～）

○ 朝市健康相談
（朝市ふれあい
館・10：00～）

○ えがおカフェ（認
知症カフェ）（大
川地区公民館・

13：30～）

○ 昭和の日

○ 潟上南秋中学校
春季体育大会
（24日まで）
○ さくらウオーク
（雀館運動公園
出発・9：00～）

○ もりやまこども
園入園のつどい
（もりやまこども
園・10：00～）

○ 子育てサロン
（ケアセンター
五城目・

10：00～）
○ 介護予防ひまわ
り会（五城館・

13：30～）

○ 子育てサロン
（ケアセンター
五城目・

10：00～）

○ 子育てサロン
（ケアセンター
五城目・

10：00～）
○ 町内会長会総会
（役場・

14：00～）
C M 5：2 2
（秋田朝日放送）

○ 朝市健康相談
（朝市ふれあい
館・10：00～）

○ 春の火災予防運
動（９日まで）

○ 消防団火災防御
訓練（町内・

13：30～）

○ ごじょうめ朝市
ｐｌｕｓ＋（朝市通
り・9：00～）

○ 春の一斉清掃
（全町・6：00～）
○ ごじょうめ朝市
ｐｌｕｓ＋（朝市通
り・9：00～）

○ みちのく渓流釣
り大会（友愛館・

6：00～）

○ 上樋口介護予
防教室（上樋口
公民館・

13：30～）

○ 五城目小入学式
（10：00～）

○ 五城目一中入学
式（13：30～）

○ 春の全国交通安
全運動（学校施
設訪問）

（13：30～）

○ 五城目小PTA授
業参観

（13：35～）



※�「おくやみ・おたんじょうびコーナー」への掲載を希望
しない方は、届け出の際にお知らせください。

□　□　　　□ちゃん	 ２月10日	 □　・　□　□	 新　里　町

□　□　□□□ちゃん	 ２月17日	 □　□・□　□	 新　里　町

□　□　□　□くん	 ２月25日	 □　□　・　□	 西　　野

『わらしだ』とは五城目弁で、『子どもたち』の意味です

No.241

印刷には環境にやさしい大豆油型インキ
を使用しています。
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はじめまして

□　□　　□　です
よろしくネ！

町の人口と世帯（平成28年２月末現在）
前月比 昨年比 ２月中の

人　口 9,954人 （－16）（－213） 転入者数
（男） 4,640人 （－ 8）（－089） 9人
（女） 5,314人 （－ 8）（－124） 転出者数
世　帯 4,147世帯 （－ 3）（－036） 8人
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□　□　□　□さん	 83歳	 ２月 5日	 矢　場　崎
□□□　□　□さん	 84歳	 ２月11日	 恋　　地
□　□　□□□さん	 93歳	 ２月12日	 黒土２区
□　□　□　□さん	 64歳	 ２月13日	 上樋口（上）
□　□　□　□さん	 63歳	 ２月15日	 北　北　口
□　□　□□□さん	 95歳	 ２月19日	 田　　町
□　□　　　□さん	 78歳	 ２月中旬頃	 高　　千
□　□　□□□さん	 96歳	 ２月22日	 杉　　沢
□　□　□□□さん	 84歳	 ２月24日	 湯ノ又２区
□　□　□　□さん	 90歳	 ２月24日	 上樋口（下）
□　□　□　□さん	 88歳	 ２月27日	 富　　田
□　□　□　□さん	 85歳	 ２月27日	 上　高　崎
□　□　□　□さん	 89歳	 ２月28日	 古　川　町
□　□　□　□さん	 91歳	 ２月28日	 浅見内４区

「�お兄ちゃんお姉ちゃんと仲良く
元気に大きくなってネ♥」パパ・ママから

異
動
に
な
り
広
報
か
ら
離
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。♥
広
報

の
編
集
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ

て
町
の
こ
と
が
も
っ
と
好
き
に

な
り
ま
し
た
。２
年
と
短
い
間
で

し
た
が
、た
く
さ
ん
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。（
笹
川
久
美
）

「
広
報
ご
じ
ょ
う
め
」が
県
の

審
査
を
経
て
全
国
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
へ
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。町

民
の
皆
さ
ん
、取
材
な
ど
に
協

力
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ん
、一

生
懸
命
取
り
組
ん
だ
笹
川
さ
ん

の
お
か
げ
で
す
。あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。（
柏
　

和
順
）


